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研究成果の概要（和文）： 移動の自由を得て生活の場を広げた新世代ディアスポラによる現代文学の多くは，それに
相前後して，束縛を打破し，ディアスポラ外部及び内部の抑圧を暴露してきた。新世代には，近年ネット上を中心に系
譜学的自己探求の動きが活発で，そこには，従前の系譜からの意図的書き換えが多く観察される。これには，実は体制
の変化自体よりも，告発の文学に影響された，自己意識の変革が顕著で,同時に文学が内包する自己認識のダブルバイ
ンド状況も強く反映していることを確認した。そしてその様相を複数のディアスポラ集団において描出し，告発の文学
の最も切実な読み手である新世代が描く自己像とその根拠を確認した。

研究成果の概要（英文）：　Many of the new generation diaspora minorities got recently opportunities of 
free migration and free expression. Their modern literature has disclosured the oppressions from inside 
aud outside to them. We can generally observe their own exertions of geneaological self-traces especially 
in their internet pages. And there we can see sometimes the intentional rewriting of their genealogies. 
We confirmed that it is caused not only by the political changes but also by the changes of their 
identities and the rewritings are influenced by their double bind situations of their identities 
expressed in their literary works. We confirmed the situations in several diasporas and the 
self-portraits of the new generations expressed in the literatures of complaint.

研究分野：比較文化論

キーワード： ディアスポラ　系譜　告発の文学　トランシルヴァニアのドイツ人　チェコのロマ　ヘルタ・ミュラー
　ダブルバインド

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
平成 17 年に共同研究を開始した我々のグ

ループは，ディアスポラ集団がその集団を維

持するにあたり，文学に関して特徴的に見ら

れる現象として，以下の 4点を順次明らかに

し，その具体的状況を吟味してきた。 

1) ディアスポラの維持に不可欠であるの求

心性の象徴と言うべき機能を果たす文学

が存在すること 

2) グローバル化の中で，移動の自由と文化

比較に関する知見が飛躍的に拡大し，ディ

アスポラの成員は，所属すべき文化とアイ

デンティティを自ら選択すべき機会に必

ず遭遇する。その際に，陰に陽に文学が参

照され，集団及び個々の行動の決定に際し

て文学が醸成した基本的情調が大きく影

響すること 

3) 歴史的に観察すると，そのアイデンティ

ティは時代とマイノリティのおかれた状

況とともに，変化している。変容しながら

も紐帯となり続けるアイデンティティの

参照規範を，更新しながら提供し続けるこ

とこそ，実は文学の役割となっていること 

4) 現代のディアスポラには，自身の文学お

よび歴史的資料に関して，極めて旺盛なア

ーカイヴ化の努力を継続し，ディアスポラ

の記憶を蓄積し，それが紐帯形成の一翼を

担っていること。 

昨年までアーカイヴ調査において，我々は

最新の文学作品とその受容について新たな

知見を得た。どのマジョリティにおいても，

グローバル化に伴い世界に活路を見いだす

動きが活発だが，ディアスポラにおいては，

それが早くからより活発であったことが

様々な社会学的調査が証している。各アーカ

イヴは，離散の民であるディアスポラが，さ

らに再分散した，狭い空間に束縛されない世

代(これを我々は新世代ディアスポラと呼ぶ)

の記憶の中核でもあった。調査の過程で，現

地必読作品として紹介されるものに，対外的

摩擦のみならず，集団内部に存在した抑圧の

装置を告発・暴露する内容を中心とするもの

があった。そして新世代が関心を向けて消費

するのはそのような文学であることを，重要

な事実として指摘されることが度々あった

のである。かかる文学は，求心的紐帯の機能

の他に，ディアスポラ自身の存在観を根本的

に揺さぶる働きをもつ。2009 年ノーベル文

学賞を受けたヘルタ・ミュラーの近作

Atemschaukel*はドイツ系住民のナチズム

との共犯性と,それに起因する過酷な処断の

両面を描いたが，作品が与えた衝撃，それが

持つ求心性と排除性の両面が起こすダブル

バインド状況を反映したネット上の系譜作

成作業を，一例として挙げうる。ミュラーは，

誰が誰を抑圧していたかを描くことにおい

て，一切の妥協を排した。それを最も切実に

身をもって読んだのは，当該ディアスポラで

あった。 

我々の研究グループは，こうした作品群は，

我々が 2)および 3)で描いた求心性・規範性を

備えた紐帯として観察される文学の一般像

とは別して，特に詳細に検討すべきものであ

るとの認識で一致した。なぜなら，そうした

文学はディアスポラ像の美化・固定化を阻止

し，分散する・しないに関わらす，新世代デ

ィアスポラが，古いマイノリティ空間を改め

て精神的に客観視するに至った理由を余す

ところなく代弁し，しかしその必然性をも描

出するとともに，逆に抑圧の構造の必然性を

も前景化することで，ディアスポラおよびそ

の成員の系譜とその描出法にまで変更を迫

り―即ち文学が歴史を書き換える―ことで

アクチュアルな問題を提起しているからで

ある。この書き換えは，体制変革により急に

行われたというよりは，告発の文学を参照し，

それに促され，励まされ，反発もしつつ，暴

露された負の遺産を清算しながら徐々に進

行しているのである。 

 



 
２．研究の目的 
我々は明確に把握すべき目標として以下の 3

点を設定した。 

1) ディアスポラをめぐる政治体制の変化と

告発の文学を短絡的に結びつけることは

できない。対象とする作品に関しては，こ

の二者の関係を精密に把握することを，各

メンバー共通の前提とする。作品の成立環

境の研究は，一般的な文学研究の基礎的前

提と同一のプロセスだが，殊にディアスポ

ラの精神構造の変化を論じる場合，文学が

社会変革に及ぼす影響の大きさが無視で

きず，両者の関係は相互的であることに注

意を要するのである。この場合，トランシ

ルヴァニアのセーケイ人のように，特に抵

抗の文学をもたない少数集団自らの系譜

の通時変化も比較参照する。(ディアスポラ

をめぐる体制の変革と告白の文学の定位) 

2) ディアスポラの自画像及びその描出の通

時的変遷描出作業，即ちジーニアロジーに

及ぼされていた体制による操作の影響の

描出。これはディアスポラを取り巻く政治

状況の客観的観察と，系譜作成の動きが強

まった時期，および系譜の変化との関係を

通時的に比較整理する作業でもある。我々

の対象領域の場合，主として第一次大戦期

までさかのぼることが必要であると観測

している。通常，何らかの政治情勢の変化

がディアスポラの自己認識に変化を生じ

させたとする場合，この観察を持って十分

であるとすることもありうる。しかし我々

はこれを，告発の文学の効果の検証として

の予備的段階と位置付け，それを見据えた

準備を行うのである。(ディアスポラのジー

ニアロジーに対する政治的操作の問題) 

3) 世界文学の中に確たる位置を占めたヘル

タ・ミュラーの作品を契機に活発化した，

ルーマニア独裁政府時代のスパイの告発

などにおいて端的に観察されるように，告

発の文学が暴くディアスポラ像には，系譜

の尊厳を傷つけかねない側面が十分に存

在する。かかる文学の受容が新世代ディア

スポラ自体と成員の内面に及ぼす様々な

レベルでのダブルバインド的葛藤の状況

を，受容美学的方法論などをふまえつつ，

正確に描出する作業。(告白の文学の二重拘

束性とディアスポラの系譜学の変容) 

 以上 1)～3)の問題について，研究代表者及

び分担者の専門領域であるルーマニアのド

イツ系ディアスポラ，チェコの少数民族集団

およびタミル人を中心とするインド・スリラ

ンカ系ディアスポラという各対象分野の状

況に即して，それぞれ焦点となっている問題

に則して力点を移動させながら，各ディアス

ポラ文学を対象として具体的に明らかにす

る。これらは 3年を期間とする本研究の射程

として必要十分な作業量に相当するもので

あると予測している。我々はこれをもとに，

告発の文学が新世代ディアスポラの結束の

紐帯維持に対する複雑な機能についての総

論を形成することまでが可能であろうと考

えている。 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的達成のための具体的研究内

容は，ディアスポラ集団(及び個人)が形成し,

公開した諸系譜の文献およびインターネッ

ト空間からの調査・直接作成者に向けたイン

タビュー調査と，告発の文学に関する文献収

集と分析作業，そしてこれらの関係に関する

分析である。それにあたり，前年度までに把

握し，接触することができたディアスポラ文

献の多様なアーカイヴとの交流を保持し，そ

れらからの情報を活用する。系譜作成に関す

る多面的把握とその相対化のためかねてよ

り組織している，異なるディアスポラを研究

対象とする 4名の研究者の共同研究の体制を

継続する。各研究者の事例研究に基づき，年

4 回を目処に発表と討議の場を設ける。それ

を受けて研究代表者が議論と研究実施計画

を取りまとめる。分担テーマは以下の通りで



ある。 

１）研究体制 

①  鈴木道男（研究代表者）：戦後ズィー

ベンビュルガー・ザクセン文学による

集団的記憶の掘り起こしの意味 

16 世紀以来トランシルヴァニアのザクセ

ン人の精神的支柱であるルター派新教の牧

師であった作家エギナルト・シュラットナー

は，自らがルーマニア独裁政権時代に政府の

スパイであったことを告白する作品を発表

し，ディアスポラ内外に大きな衝撃を与えた。

この衝撃は，彼らが描き出すディアスポラの

系譜にまで影響を与え，書き直しを迫った。

彼の作品、及び同時代の文学集団などのディ

アスポラ内部における受容を軸に，文学受容

のレパートリー理論の観点から，作品世界と

現実のディアスポラの内面の響きあいの様

相を描出し、告発の文学がディアスポラによ

る歴史の書き換えを促している様相を観

察・記述し、その民族誌上の意義を考察する。 

②  山下博司（研究分担者）：シンガポー

ルにおける告発のディアスポラ文学の

意味 

 シンガポールでは，国家主導でマイノリテ

ィ文学の蓄積が進められている。そこには多

民族国家の統合という合言葉のもとに，マイ

ノリティの自立性に干渉し，文学的伝統の意

味づけを都合よく再編しようとする意図が

見え隠れする。特に華僑とタミル人ディアス

ポラに焦点を当てこうした動きに抗する文

学活動の意味を，二つのディアスポラの自画

像である系譜作成作業に照らして検証する。 

③  藤田恭子（研究分担者）：ルーマニ

ア・ドイツ語文学におけるナチズムの

過去の「克服」―ノーベル賞作家ヘル

タ･ミュラーの試み― 

 ルーマニア西部（バナート）のドイツ系住

民（シュヴァーベン人）も進んでナチズムに

協力した。ヘルタ・ミュラーは，その状況お

よび処罰として課された強制労働の悲劇を

つぶさに描き，それへの言及を避けて作られ

たシュヴァーベン人の系譜とその作成のあ

り方に大きな書き直しを迫っている。これに

促されるかのように、近年ナチス時代のディ

アスポラに対する研究にスポットが当たり

始めている。ミュラーの作品の画期的な意味

を検証し，現在のシュヴァーベン人の自己認

識に課された矛盾克服作業との関係を明か

す。 

④  佐藤雪野（研究分担者）：チェコのロ

マを代弁する国外の告発の文学 
 チェコやスロヴァキアのロマにより描か
れた文学作品の多くは韻文で，散文作品のほ
とんどは，回想文学と児童文学に限られてき
た。その中で，ロマでもなく，チェコ人・ス
ロヴァキア人でもないアイルランド人作家
の英語作品として，戦間期・第二次世界大戦
期・社会主義期のスロヴァキアのロマを描い
た長編小説（Colum McCann, Zoli, 2007, 
邦訳 2008）が生まれた意義を考察し，ロマ
自身によるロマ文学，非ロマによるロマを題
材にした文学の今後を検討するとともに，こ
の作品が引き起こしたロマの自己像に対す
る変化を検証する。 
 
４．研究成果 

1)  ディアスポラをめぐる体制の変革と告

白の文学の定位 

2) ディアスポラの自画像及びその描出の通

時的変遷描出作業，即ちジーニアロジーに

及ぼされていた体制による操作の影響の

描出。 (ディアスポラのジーニアロジーに

対する政治的操作の問題) 

3) 世界文学の中に確たる位置を占めたヘル

タ・ミュラーの作品を契機に活発化した，

ルーマニア独裁政府時代のスパイの告発

などにおいて端的に観察されたように，告

発の文学が暴くディアスポラ像には，系譜

の尊厳を傷つけかねない側面が十分に存

在した。かかる文学の受容が新世代ディア

スポラ自体と成員の内面に及ぼす様々な

レベルでのダブルバインド的葛藤の状況

を，受容美学的方法論などをふまえつつ，

正確に描出した。(告白の文学の二重拘束性

とディアスポラの系譜学の変容) 



 以上 1)～3)の問題について，研究代表者及

び分担者の専門領域であるルーマニアのド

イツ系ディアスポラ，チェコの少数民族集団

およびタミル人を中心とするインド・スリラ

ンカ系ディアスポラという各対象分野の状

況に即して，それぞれ焦点となっている問題

に則して力点を移動させながら，各ディアス

ポラ文学を対象として具体的に明らかにし

た。 
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